


















っ の 事 例 と し て 報 告 し た い と 思 い ま す 。
2．サ ー ビスの 充実と，職 員カを育てる 組織作り
  和光 大学 図書 館で は， 創 立当 初か ら仕 事の仕
方， サービスの在 り方にっい て“利用者”を起点
にし て考えること を進めてき ました。その中で基
本と されたことは ，図書館職 員全員のカ量を高め
る， サービスの質 を向上させ る，仕事の内容や組
織の 変更に柔軟に 対応できる ことでした。これら
の考 え方のもとで ，さまざま な試みを行い組織構
成や ，役職，人員 にっいて考 え，組織改革を実施
する など，その時 々の状況に 合わせて，図書館職
員全体で取り組んできました。
  この よう な長い経験 を経て，現 在は2係 （情報
管理係，情報サービス係）と，4グループ（学部に対
応した三っの主題グループ十逐次刊行物グループ）と
いう 業務組織とな っています 。図書館職員はそれ
ぞれ ，係と，グル ープのニっ の組織に属していま
す 。係 の役 割は ， その 主管 する 業務 の計 画・立
案・ 運営を担当し ，個々の業 務実施は，係を超え
たメ ンバーで行い ，特にカウ ン夕一業務にっいて
は， 全員の口ーテ ーションで 実施しています。レ
ファ レンスにっい ては全員で 対応できることを目
指し ていますが， 現在は曜日 ごとに担当者を決め
て実施しています。
  主題 グループの役 割は，学部教員との連携，担



























3．オリエ ンテーション 業務にみる 職員カの向上
職 員カ を 育て るこ との成果が今 一番あらわれ て
き て い る の が オ リ エン テ ー シ ョ ン業 務で す。




















































    盛 暑館 才リ ニンテー ションに磐麗して 、掌習＆学生生 ；巻をエンショ イしよう！
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  図書館全体 のチー厶カで 取り組み，利用者とと
もに成長で きていると， 実感している今日この頃
です。
    ごヰ）ごとふゆこ
    （文責・沢里冬子：和光大学附属梅根記念図書館）
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